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からだで学ぶ（その２）
肢体不自由の表現「口で描く」から学ぶ
奥 山 俊 子











































山 形 短 期 大 学 紀 要 第４２集２８
１ 部
Ｐ 文
１ わたし でかけるのん いややねん
２ 人の ようさんいてるとこ きらいや
３ ゆうえんちも デパートも
４ あんまり 行きたない
５ みんな じろじろ見るから いややねん
































２２ わたしが 強なったら こわいやろなあ
２３ そやけど なんで わたしが 強ならなあかんねんやろーか
姿かたちは全く描かれていません。なぜ描かれていないのか。学生に「表現する」ことの
問題提起になります。






































































































































































































































（写真１） ２００２年 （写真２） ２００２年
（写真３）２００３年 （写真４）２００３年
（写真５）２００３年 （写真６）２００４年




































































































・C. H.ウォディントン著 白上謙一・碓井益雄訳 １９６４年『生命の本質』（岩波書店）
・池谷裕二著 ２００１年 『記憶力を強くする』（講談社ブルーバックス）
・吉村啓子・文 松下香住・絵 １９８０年 『わたし いややねん』（偕成社）
・ホームボックス オフィス作 １９９９年アメリカ『重度障害者 絵筆に込めた闘志』（Ｎ
ＨＫドキュメント放映）
・毎日新聞 ２００９．１１．２９『手足不自由な青森：佐藤さん』
からだで学ぶ（その２）（奥山） ４３

